
左右がよく見えない
交差点では止まって、よく見て
クルマやバイクが
来ていなかったら渡ろう。

こどもは、自宅の近くの走り慣れた道で自転車
に乗っていると、安全確認を怠りがちです。そ
のとき、もしクルマやバイク、ほかの自転車が
走って来たら大変な事故になるでしょう。12歳
以下の自転車事故の原因で一番多いのが「安
全不確認」です。

▶お子さまとご一緒に

❶左右を見て安全を
確認しないと事故になること

❷転車で交差点を渡るときは
「止まって」「左右を見て」
「何も来てなかったら渡る」こと
を、イラストを見せながら理解させてください。
お子さまは、危険だと判断する能力が十分で
はありませんから、「止まって」「よく見る」こと
が重要です。お子さまと自転車で出かけ、実際
に自宅近くの交差点で、正しい自転車の乗り方
を一緒に確認してあげましょう。

▼次ページに大きなイラスト図があります｡





左右がよく見えない
交差点では止まって、よく見て
クルマやバイクが
来ていなかったら渡ろう。




